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        第３章  各種環境施策           

第１節 地球温暖化対策                        

 地球温暖化等の環境問題が地球規模で広がりを見せ、将来世代へも影響を及ぼすことが懸念されて

いることから、地球温暖化対策には、環境対策と経済活動を両立した持続性のある取組が求められて

います。 

 

【実施事業】 

1 環境首都創造フォーラム 

 持続可能な社会へ向け大きく社会が変わろうとする現代において、

環境首都、そして持続可能で豊かな地域社会をめざす自治体首長・職

員とNGOメンバー及び研究者が集い、これからを考える場である「環境

首都創造フォーラム」の2017年における企画として、平成29年11月20

日及び21日に「環境首都創造フォーラム2017in奈良」を開催しました。 

 今回のフォーラムは、「地域力のパワーアップ」をテーマに環境問題

への解決と合わせた地域産業の活性化と雇用の創出、ひとりひとりの

住民の社会参画力とコミュニティ力をより向上するための方策などに

ついての議論を深め、持続可能で豊かな地域社会、脱炭素社会の実現

に向けての必要な政策を明らかにすることを目的として開催し、自治

体首長と環境NGO、専門家によるディスカッションや、分科会に分かれ

てのテーマごとのディスカッションなどが行われました。参加者は181

人でした。 

 

2 奈良市地球温暖化対策地域協議会（通称：ならエコ・エコの和、ＮＥＷ） 

 奈良市地球温暖化対策地域協議会は、地球温暖化対策の推進に関する法律第40条第1項に基づく組織

で、平成20年10月26日に設立されました。市民、事業者、行政等が対等な立場で和をもって協議し、

パートナーシップにより地球温暖化対策等の活動を推進することで、環境（エコロジー）も経済（エ

コノミー）も持続可能な社会をめざしています。当協議会では、省エネ・創エネの推進、環境教育の

推進、３Ｒの推進、公共交通機関の利用促進等のプロジェクトが進められています。 

 

(1) 地球温暖化対策に関する講演会の開催 

平成29年5月20日に10周年記念講演として、「薬師寺東塔の修理現

場から」をテーマに、薬師寺まほろば会館で開催し、参加者は100

人でした。 

講演会では、NEW幹事であり薬師寺東塔の修理責任者として現場

に立っておられる松久保執事から修理に至る経緯や準備と共に現場

で至るところに見える先人の苦労や工夫について講演いただきまし

た。また、認定NPO法人環境文明21の加藤共同代表から、「悠久の歴

史から見える先人の思い」をテーマに、東塔が1300年の齢を重ねた

のは単なる偶然ではなく、そこには先人の思い、知恵工夫があり、

それは現代にも通じていることについて講演いただきました。パネ

ルディスカッションでは「先人の思いと知恵を現代に生かす」をテ

ーマにお話しいただきました。 
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(2) 環境首都創造フォーラム 2017in奈良への参画 

平成29年11月20日及び21日に開催された「環境首都創造フォー

ラム2017in奈良」の中で、一般市民を対象とした対外的な活動と

して、分科会１「再生可能エネルギー（熱利用、バイオマス、未

利用エネルギー、都市部の取り組みを中心に）」の運営、進行に

参画しました。 

コーディネーターとして分科会の運営進行のほか、全国の先進

的な事例や、奈良市、生駒市、斑鳩町での事例に触れ、ディスカ

ッションにも参加しました。分科会への参加者は35人でした。 

 

 

 

 

 

(3) 奈良県立大学との連携協力に関する協定の締結 

 平成29年12月6日に、人的、知的資源の交流及び活用を図ることで

相互の進展を目指すとともに、地域社会への貢献並びに地域の活性化

を図ることを目的に奈良県立大学との連携協力に関する協定を締結

し、締結式を開催しました。 

 

 

 

(4)「茶話～タイムズ」の発行 

 「エコや環境に気付いてもらう」ことをコンセプトに

広報誌「茶話～タイムズ」作りに取り組み、夏季号を作

成・配布しました。また、奈良市から委託を受けた「C

OOL CHOICE普及啓発冊子制作等業務」のCOOL CHOICE普

及啓発冊子として、茶話～タイムズの冬季号を特別号と

し、6,000部を市民に配布しました。 

 

 

 

3 国民運動「COOL CHOICE（＝賢い選択）」普及啓発 

パリ協定で日本の約束草案に掲げられた、2030年度の温室効果ガス排出量を2013年度比で26%削減

するという目標を達成するため、地域の民生・需要分野や家庭・個人の自発的な取組を促し、地域住

民や各種団体と連携して、地球温暖化対策のための国民運動「COOL CHOICE（＝賢い選択）」の普及啓

発を実施しました。 

 

（1）おしえてECOキッズ・あつまれECOキッズ 

「おしえてECOキッズ」として、環境講座「ECOキッズ!ならの子ども」を受講した小学生等を対象

にエコアイデアコンテストを実施しました。応募のあった349点の作品から、85点を最優秀・優秀・入

選として選考し、その表彰式及び発表会を開催するとともに、啓発コーナー・体験コーナーで多くの

子どもたちに楽しくエコを学んでもらう機会としてイベント「あつまれECOキッズ!」をならまちセン

ターで開催し、約600人が来場しました。 
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（2）中高生による未来ワークショップ 

将来の地域を担う中高生に2060年の未来市長になっても

らい、脱炭素社会実現に向け2060年に再生可能エネルギー自

給率を100％にするために何をすべきかを考え、今の市長に提

言する「未来ワークショップ」を平成29年11月18日に実施し、

37人の参加がありました。ワークショップでは、現在の課題

の抽出や、それを解決するための政策をグループワークによ

り考え、その結果を基に仲川市長への政策提言が行われまし

た。 

 

 

（3）COOL CHOICEセミナー 

奈良市地球温暖化対策地域協議会や市内で活動している

環境NPO団体等の協力を得て、家庭でできる省エネのコツや自

然エネルギーの活用等について専門家が出向いてセミナーを

10回開催し、333人の参加がありました。 

 

 

 

 

 


